
地域福祉計画ＰＤＣＡについて

１ 第４期地域福祉計画ＰＤＣＡ（計画抜粋） 

２ ＰＤＣＡの運用見直し 

地域福祉計画では、第３期計画（平成 29 年４月）から計画のＰＤＣＡを行い、計画の進捗

管理を行ってきました。 

その結果、第４期計画の策定時には、第３期計画の進捗状況の確認や新たな取組の参考資料

として、活用することができました。 

第４期計画でも、継続してＰＤＣＡにより、計画の進捗状況の確認を行っていきます。 

一方、障害者計画・障害福祉計画では、第３期・第４期計画（平成 27 年４月）から、高齢

者保健福祉計画・介護保険事業計画では、第８期（令和３年４月）からＰＤＣＡを開始し、そ

れぞれの計画の進捗管理を行っています。 

そのため、令和４年度に、３計画が同時改定となる令和９年４月に向けて、３計画のＰＤＣ

Ａについて可能な限り、同様の運用・評価ができるよう、福祉部と法人指導・障害福祉担当（部）

において、協議を行ってきました。 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画では、令和４年 10 月の専門分科会において、運用

方法を決定し、また、障害者計画・障害福祉計画では、令和４年 12月の専門分科会において、

運用方法を決定しています。 

今後は、２計画の運用方法を参考にして、地域福祉計画のＰＤＣＡの運用方法を作成してい

きます。 

資料２ 



３ ２計画のＰＤＣＡについて 

⑴ ２計画の共通点 

「テーマ（基本施策）」ごとに評価管理シートを作成し、「取組を図る指標（施策目標）」

の推移や「取組の方向性（施策の方向性）」（Ｐｌａｎ）ごとの「取組実績（成果）」（Ｄｏ）・

「施策の評価（課題）」（Ｃｈｅｃｋ）・「今後の方向性（今後の取組）」（Ａｃｔｉｏｎ）・「外

部評価」を記載しています。 

⑵ ２計画の相違点 

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画では、ＰＤＣＡを実施する多くの事業が福祉部内

の所管課であることから、本市の施策評価・事務事業シートの作成と一体的に実施できるよ

う、事務事業シートを活用したＰＤＣＡの仕組みづくりを行い、作成したテーマ別事務事業

の整理（表）から、該当する事務事業シートの内容を要約した点検・評価シートを作成して

います。 

障害者計画・障害福祉計画では、平成 27 年度から該当事業について、専門分科会・自立

支援協議会等で丁寧に内部・外部評価を行っていたことや、障害者（児）施策に関連する事

務事業の担当部局が多岐にわたり、現行運用を大きく変更することができないことから、計

画に関連する施策評価の抜粋や関係部局に関連する事業・取組の内容を作成依頼することで、

障害者計画関連事業等一覧（表）を作成し、専門分科会・自立支援協議会での意見交換の内

容を重点項目等に該当する事業の評価に反映させ、評価管理シートを作成しています。 

⑶ 高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

資料２添付のとおり 

⑷ 障害者計画・障害福祉計画 

資料２添付のとおり 

４ 今後の進め方 

  地域福祉計画の評価管理シートについては、作成の負担軽減を意識し、２計画と同様に、「テ

ーマ（基本施策）」ごとに評価管理シートを作成し、「取組を図る指標（施策目標）」の推移や

「取組の方向性（施策の方向性）」（Ｐｌａｎ）ごとの「取組実績（成果）」（Ｄｏ）・「施策の評

価（課題）」（Ｃｈｅｃｋ）・「今後の方向性（今後の取組）」（Ａｃｔｉｏｎ）・「外部評価」を記

載するよう検討を行っていきます。 

  また、第 4期地域福祉計画に内包する３計画「重層支援体制整備事業推進計画・再犯防止推

進計画・成年後見制度利用促進基本計画」については、その取り組みや関連が分かりやすいよ

う、進捗管理の方法を工夫するなど、検討を行っていきます。 

評価管理シートの作成方法については、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画と同様に、

テーマ別事務事業の整理（表）を作成し、該当する施策評価・事務事業シートから、原則、重

要な事業について、転記する運用をベースに検討を行っていきます。 

  詳細については、令和５年度の第１回の地域福祉専門分科会において、お示しできるよう作

業を進めていきます。 

以 上   


